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め
正
確
な
数
字
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
母
子
家
庭
等
が
支
給
対
象

に
な
る
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
者

数
で
見
る
と
、
平
成
十
五
年
度
三

百
四
十
五
人
、
十
六
年
度
三
百
六

十
四
人
、
十
七
年
度
三
百
八
十
二

人
と
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

平
均
年
収
に
つ
い
て
も
、
児
童

扶
養
手
当
申
請
者
の
平
均
が
八
十

二
万
円
で
あ
り
、
子
育
て
を
し
て

い
く
な
か
で
、
大
変
厳
し
い
状
況

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
た
現

在
の
支
援
策
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
の
支
給
な
ど
が
あ
り
、
今
後
も

こ
れ
ら
の
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
国
で
推
進
し
て
い
る
子

育
て
生
活
支
援
、
就
労
支
援
、
養

育
費
の
確
保
、
経
済
的
支
援
な
ど
、

就
労
、
自
立
に
向
け
た
総
合
的
な

支
援
事
業
の
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
自
立
支
援
訓
練
に
つ
い

・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
の
救
急

体
制
と
病
院
と
の
連
携
に
つ
い
て

②
鉄
道
会
社
と
の
救
助
相
互
協
定

の
締
結
に
つ
い
て

③
心
の
後
遺
症
患
者
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て

・
答
弁
（
消
防
長
）

①
大
規
模
な
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
消
防
本
部
で
は
救
急
車
二
台
、

救
助
工
作
車
一
台
、
ポ
ン
プ
車
三

台
を
初
動
対
応
さ
せ
、
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
医
療
機
関
へ
の
負

傷
者
運
搬
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

通
常
の
傷
病
者
運
搬
と
異
な
り
、

負
傷
者
が
多
数
発
生
し
た
場
合
に

は
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
市
内
及

び
近
隣
医
療
機
関
へ
の
受
け
入
れ

要
請
を
行
い
、
現
場
に
お
い
て
は
、

応
急
救
護
所
を
設
置
し
、
負
傷
者

の
重
症
度
に
よ
り
搬
送
優
先
度
、

搬
送
先
医
療
機
関
の
選
定
を
行
う
。

ま
た
、
そ
う
し
た
対
応
と
同
時
に
、

県
内
、
県
外
の
消
防
組
織
か
ら
の

応
援
体
制
の
確
保
が
肝
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

②
現
在
、
本
市
で
は
、
東
武
鉄
道
、

秩
父
鉄
道
あ
る
い
は
事
業
所
等
と

の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
は
締
結

し
て
い
な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
災
害

か
ら
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
は
何
が
必
要
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
何
を
す
べ
き
か
、
こ
れ

ら
を
多
角
的
に
精
査
し
、
危
機
管

理
体
制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
な
か

で
相
互
応
援
協
定
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

③
自
然
災
害
や
人
的
災
害
の
多
く

は
、
被
災
者
に
と
っ
て
予
期
で
き

な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
災
害
に

対
す
る
特
有
な
反
応
と
し
て
心
的

外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
極
め
て 
凄
惨 
な
現
場

せ
い
さ
ん

を
体
験
し
た
り
、
犯
罪
や
災
害
に

直
面
し
、
強
い
恐
怖
を
感
じ
た
後

に
起
こ
る
障
害
で
あ
り
、
災
害
発

生
後
、
当
時
の
状
況
が
よ
み
が
え

る
、
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
が
中
・
長
期
的
に
発
症
す
る
も

の
で
あ
る
。
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
に
罹
患
し
た
と
思
わ
れ
る

場
合
に
は
、
速
や
か
に
保
健
所
や

精
神
科
医
療
機
関
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
と
の
連
絡
を
密
に
行
う

こ
と
に
よ
り
、
最
善
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
花
を
テ
ー
マ
に
ま
ち
づ
く
り
を

パ
ー
ト
Ⅱ

・
児
童
虐
待
に
つ
い
て

て
は
、
本
年
三
月
に
策
定
し
た
次

世
代
育
成
支
援
の
た
め
の
行
動
計

画
に
基
づ
き
、
今
後
各
施
策
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
収

入
、
雇
用
条
件
等
の
よ
い
就
業
先

を
見
つ
け
、
経
済
的
に
自
立
で
き

る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
成
長
の
た

め
に
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
自

立
支
援
対
策
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
女
性
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
就
職
、
雇
用
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
行
田
と
の
連
携
に
よ
る
求

人
情
報
の
提
供
、
就
職
支
援
講
座
、

資
格
取
得
の
た
め
の
準
備
講
座
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
母
子
家

庭
を
含
め
た
女
性
の
就
労
環
境
の

整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
若
年
者
の
Ｓ
Ｔ
Ｄ
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の

感
染
予
防
に
つ
い
て

・
不
正
薬
物
及
び
脱
法
ド
ラ
ッ
グ

乱
用
防
止
対
策
に
つ
い
て

・
た
ば
こ
の
規
制
に
関
す
る
世
界

保
健
機
関
枠
組
条
約
締
結
に
対
す

る
羽
生
市
の
対
応
に
つ
い
て

・
地
域
通
貨
の
活
用
に
つ
い
て

・
質
問　

羽
生
市
の
母
子
家
庭
の

世
帯
数
と
年
次
推
移
、
平
均
年
収
、

現
在
の
支
援
策
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、

自
立
支
援
訓
練
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
伺
い
た
い
。

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

　

本
市
で
は
、
母
子
家
庭
に
関
す

る
統
計
処
理
を
行
っ
て
い
な
い
た

羽
生
市
に
お
け
る
母
子
家
庭
の

　

現
状
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

小
野　

幸
夫
議
員

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の

　
　
　

事
故
を
通
し
て

丑
久
保　

恒
行
議
員


